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11
月
26
日
㈯
、
札
幌
市
の
白
石
区
複
合
庁
舎
で
開
催

さ
れ
た
『
白
石
区
ふ
る
さ
と
会
設
立
40
周
年
・
白
石
郷

土
館
開
設
記
念
式
典
』
に
お
い
て
、
登
別
市
長
と
札
幌

市
白
石
区
長
に
よ
る
『
登
別
市
・
札
幌
市
白
石
区
交
流

宣
言
』
の
署
名
を
行
い
ま
し
た
。

札
幌
市
白
石
区
と
登
別
市
は
、
宮
城
県
白
石
市
の
仙

台
藩
白
石
城
主
片
倉
家
の
主
従
が
明
治
の
初
め
に
移
り

住
ん
だ
と
い
う
共
通
の
歴
史
が
あ
り
、
そ
の
歴
史
的
な

ゆ
か
り
か
ら
、
宮
城
県
白
石
市
を
含
め
た
一
区
二
市
の

交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。

署
名
式
で
は
、
登
別
市
と
白
石
区
の
永
遠
の
友
好
と

変
わ
ら
な
い
交
流
を
誓
い
ま
し
た
。

登
別
市
・
札
幌
市
白
石
区
交
流
宣
言
署
名
式

永
遠
の
友
好
と
交
流
を

▲�交流宣言書を掲げる小笠原市長（左）、白石区長（右）と立
会人の白石市長（中央）

　
11
月
27
日
㈰
、
し
ん
た
21
で
、
鳥
取
県
の
平ひ

ら

井い

伸し
ん

治じ

知
事
を
お
招
き
し
て
『
「
あ

い
サ
ポ
ー
ト
運
動
」
協
定
締
結
式
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
、
鳥
取
県
と
登
別
市
で

『
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
』
の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

『
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
』
は
、
多
様
な
障
が
い
の
特
性
や
障
が
い
の
あ
る
人
が

困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
理
解
し
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
や
配
慮
を
実
践
す
る

こ
と
に
よ
り
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
運
動
で
す
。
平

成
21
年
に
鳥
取
県
が
開
始
し
て
か
ら
、
７
県
・
２
市
・
５
町
が
鳥
取
県
と
協
定
を
結

び
、
こ
の
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
協
定
の
締
結
は
、
北
海
道
の
市
町
村
と

し
て
は
初
め
て
で
あ
り
、
全
国
の
市
で
は
３
番
目
と
な
り
ま
す
。

協
定
締
結
後
に
平
井
知
事
は
、
「
『
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
』
を
継
承
し
て
く
れ
た

こ
と
に
あ
り
が
た
く
思
う
」
と
述
べ
、
「
北
の
大
地
で
、
登
別
市
と
共
生
社
会
の
モ

デ
ル
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

市
は
、
今
回
の
協
定
を
基
に
鳥
取
県
と
連
携
を
図
り
、
『
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
』

の
実
施
や
サ
ポ
ー
ト
企
業
・
団
体
の
認
定
制
度
の
運
用
な
ど
、
『
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運

動
』
の
周
知
や
、
『
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
』
を
実
践
す
る
『
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
』
の

養
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

『
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
』
協
定
締
結
式

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

地
域
社
会
を
目
指
し
て

▲�協働について熱心に意見を交わす参加者

　
11
月
26
日
㈯
、
ホ
テ
ル
平
安
で
『
登
別
市
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
、
40
人

の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
平
成
25
年

か
ら
開
催
し
て
お
り
、
今
年
は
『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
き
た
の
わ
』
の
宮み

や

本も
と

奏か
な
で

さ
ん
・
東と

う

田だ

秀ひ
で

美み

さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、
協
働
の
講
話
と
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
交
互
に
行
う
形
式
で
実
施
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
参
加
者
が
６
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
「
私
の
身
近
に
あ
る
『
協
働
』
っ
て
な

ん
だ
ろ
う
？
」
な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
講
話
の
内

容
を
踏
ま
え
て
活
発
に
意
見
交
換
を
行
い
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

登
別
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

『
協
働
』
に
つ
い
て

共
に
考
え
、
共
に
学
ぶ
11
� 26
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▲�協定書を掲げる平井知事（右）と小笠原
市長（左）

▲�協定式のオープニングに行われた『湯
ゆ

乃
の

華
か

太
だい

鼓
こ

』による和太鼓の演奏

9 東　奔　西　走


